
 
 
 
 
 
 

平成 30 年度、独立行政法人国立特別支援教育総合研究所の地域実践研究事業「インクル

ーシブ教育システム構築の理解啓発に関する研究」の指定を受け、「通常学級の担任に対す

る、障害のある子どもの教育的支援についての理解・啓発に関する研究」をメインテーマと

し、本研究に取り組んだ。県内の特別支援教育の現状を把握するため、アンケートを実施し、

その結果を考察し、県下の特別支援教育の理解・啓発の充実を図ることとした。 

  

 

 

(1) 兵庫県特別支援教育第二次推進計画より  

多様な学びの場における指導の充実 

ア 通常の学級 

  小・中学校においては、発達障害等のある特別な支援を必要とする児童生徒への指導は、すべての

児童生徒にとってわかりやすい授業につながるとの共通理解を図り、特別支援教育の視点によるユ

ニバーサルな授業づくりを推進するとともに、児童生徒の多様性を踏まえた学級づくり、学校づくり

に努める。 

イ 通級指導教室 

  児童生徒の実態把握にもとづき、短期的な目標、中長期的な目標を明確にするとともに、担任と通

級指導担当教員が、優先的に取り組むべき指導・支援内容を共有するため、担任は、対象児童生徒の

個別の指導計画等を作成する。 

ウ 特別支援学級 

  特別支援学級担任は、障害の状態や学校生活での困難さを的確に把握し、在籍児童生徒の個別の指

導計画等を作成するとともに、自立活動を適切に位置づけた教育課程の編成や年間指導計画に基づ

いた適切な指導を行う。 

  特に、自閉症・情緒障害学級においては、認知特性等を踏まえた対人関係スキルの習得をめざし、

在籍児童生徒が持てる力を最大限伸ばす教育課程を編成し、自立活動の工夫を行う。 

 

(2) 公立小・中学校の特別支援学級数（神戸市を除く） 【平成 30 年５月１日現在】 

 

 

 

 

○ 特別支援学級の学級数は平成 28 年 1924 学級、平成 29 年 1991 学級と増加するとともに、障

害の状態が多様化する傾向がある。 

○ 特別支援学級の担任は、経験年数が浅い教員が多く、専門的知識が不十分であることが推察される。 
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小 17 55 590 145 39 0 629 1,475 

中 6 27 234 48 9 0 229 553 

計 23 82 824 193 48 0 858 2,028 

１ 本県の特別支援教育の現状 



(3) 公立小・中学校の通級指導教室数（神戸市を除く）【平成 30 年５月１日現在】 

 

 

 

 

 

 

○ 通級指導の教室数は、平成 28 年は 132 教室、平成 29 年度は 140 教室であり、増加傾向にあ

る。 

○ 通級指導教室は、すべての市町において、小・中学校各１教室以上設置されている。 

 

(4) 高等学校における通級による指導 

   兵庫県の高等学校における通級による指導は、平成 30 年度、実践研究校を９校指定してスタート

した。 

 

このような現状を踏まえ、教職員のニーズを把握し、特別支援教育に関する情報の発信・

提供の充実を図ることが必要であると考えた。そこで、小・中学校の教職員の指導資料とし

てハンドブックの作成をはじめ、当センターホームページによる情報発信等の充実を図るこ

ととした。 

  

 

 

 

(1) 目的  特別支援教育に関する情報発信のため、教職員の意識やニーズを把握する。 

(2) 対象  平成 30 年度 兵庫県立特別支援教育センター研修講座受講者 1142 名 

      （幼稚園 21 名、小学校 709 名、中学校 145 名、高等学校 44 名、特別支援学校 223 名） 

(3) アンケート結果 

 ア 特別支援教育全般について、学びたい・知りたいと思うこと (n=1142) 

 

   ○ すべての項目において、約 85%以上の受講者が学びたい・知りたいと回答して

いる。このことは、特別支援教育の専門性や授業力が不十分であるという現状が推

察される。 
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 イ 通常の学級及び通級による指導の担当者が、学びたい・知りたいと思うこと(n=51) 

 

○  すべての項目において、受講者の学びたい・知りたいニーズが高くなっており、   

指導力や、専門性が不十分である現状が推察される。 

 

 ウ 特別支援学級の担任が、学びたい・知りたいと思うこと  (n=661) 

 

○  すべての項目について、学びたい・知りたいと回答した受講者が多い。 

 

 

 

 

(1) 研修講座の充実 

   「兵庫県教員資質向上指標」に基づき、キャリアステージに応じて、教職員が自らの資質能力や専

門性を向上させる一助となるような研修講座を計画的・系統的に実施し、特別支援教育の一層の充実

を図った。 

  ア 「新任特別支援学級担当教員等研修」「通級指導教室担当教員等研修」「リーダー研修」など、職

務に応じた担当者研修を実施した。 

イ 「インクルーシブ教育システム構築研修」「発達障害教育研修」など、各校園所のすべての教職員

を対象とし、受講者の希望に応じた研修を実施した。 

ウ 「講師派遣研修」「マイプラン研修」など、要請に応じて講師を派遣したり、当センターの施設等

を活用したりして、自主的に行える研修を実施した。 

 

(2) ホームページの充実 

   特別支援教育に関する情報をいつでも得ることができるホームページとなるよう、平成 30 年 4

月に全面改訂し、内容の充実を図っている。 

ア 「今月のなるほど」…特別支援教育に関する様々な情報を毎月掲載している。 

  イ 「動画配信講座」…自己のニーズに応じ、いつでも学べるようインターネットによる講義を配信

している。 
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３ 兵庫県立特別支援教育センターの取組 



 

(3) 「小学校・中学校教職員のための 特別支援教育ハンドブック」の作成 

  特別支援教育のことを学びたい、知りたいと願う先生方が、い

つでも手にとって見ることのできる、指導資料としてハンドブッ

クを作成した。通常の学級の担任、通級による指導の担当者、特

別支援学級の担任として、これだけは知っておいてほしい内容及

び、アンケートの結果をふまえて目次を設定し、活用しやすいよ

うに、Q＆A 形式とした。 

  また、当センターのホームページに掲載し、いつでもダウンロ

ードして見ることができるようにした。 

  http://www.hyogo-c.ed.jp/~tokucen-bo/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

兵庫県の特別支援教育に関する情報は、「まずここを見よう！」となるようなホームペー

ジの充実、いつでも手にとって見ることのできる冊子の作成など、今後も、通常学級の担任

をはじめ、すべての教職員 

が障害のある子どもの教育的支援について学ぶことができるよう、内容の充実を図る。 

５ おわりに 

４ ハンドブックの活用のしかた 

学びたいこと・知りたいことがすぐに分か

るよう、Ｑ＆Ａ形式で記述している。Ｑの内

容を目次で確認して、該当ページを開く。 

根拠となる法令や学習指導要領の内容は「」

で引用し、これだけは知っておいてほしい基

礎、基本的な内容を記載している。 

 さらに詳しく知りたい場合など、参考にな

る関連サイトのＵＲＬを掲載している。 

  
兵庫県立特別支援教育センター

 


